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1 C 2 25 -GSL
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SC/SS /SN/SA/SM/CB/PRO-SS/PRO-SN/SSY
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110 V ac/dc
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磁気センサーエンコーディング

シリーズ

接続

回路タイプ

電源電圧

標準ケーブル長

パーソナリゼーション

2-極ケーブル
2-極M8コネクタ
3-極M8コネクタ
3-極ケーブル
2-極M12コネクタ
3-極M12コネクタ
3-極M12コネクタ
3-極AU M8コネクタ
3-極AU M12コネクタ

NO LED 2-ワイヤーリード
NO LED + VDR 2-ワイヤーリード
2-ワイヤーリード
3-ワイヤーPNPリード
2-ワイヤー磁気抵抗性(PNP-NPN)
NO LED 2-ワイヤーNCリード
NO LED + VDR 2-ワイヤーNCリード
2-ワイヤーNCリード
磁気抵抗性PNP NO
磁気抵抗性PNP NC
磁気抵抗性NPN NC
磁気抵抗性NPN NO
切り替えリード
0-10Vアナログ
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4 N 2 25 -GSI

SI
SIS /SO /SOQ /SU

2 24 V dc 

Gimatic S.r.l 
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no cable
2.5 m
3 m
5 m
10 m

PVC
PUR
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CF

M8x1
M12x1

0°
90°

他のすべてのセンサーエンコーディング

コネクタエンコーディング

シリーズ

接続

回路タイプ

定格電圧

ケーブル長

パーソナリゼーション

3-ワイヤーケーブル
AU M8コネクタ
AU M12コネクタ

磁気抵抗性NPN
磁気抵抗性PNP

金属リングナット
スナップ

シリーズ

タイプ

スレッド

極数

ケーブル長

ケーブル材質

角度
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一般的な機能
磁気センサーは、磁場を検知し回路出力の状態を変える装置で
す。それらは、ピストンに永久磁石があるシリンダーの近接センサ
ーとして通常使われています。センサーをシリンダー本体の外側
の特殊ハウジングに置くことによって、ピストンの位置は、電気的
な接触または電圧信号を経由して検出できます。検出素子は、セ
ンサーのタイプに依存してリードスイッチまたは磁気抵抗性チッ
プ(GMRセンサー)の場合があります。センサーは、ケーブルコン
セントまたはコネクタを用いて使用できます。われわれの規格品
が顧客要件を満たさない場合、オーダーメードサービスを利用
できます。

センサーの選択
センサーは通常直列にケーブルに接続されているスイッチである
ことから、特定の電気特性に合わせて取り付ける必要があります。
操作には2つの原理があります。
•	検出素子が2つの極性を持つ金属片を含むガラス球から成る

REED SWITCH。磁場の存在下では上記の金属片の間に引力が
発生します。DCまたはACの電圧供給により作動可能です。検出
要素は強い振動のもとでは故障する可能性があります。

•	電子的に検出要素が電磁抵抗性チップ(GMRセンサー)であれ
ば、磁場を検知し、出力の状態を変化させます。それはDC電圧
供給によってのみ作動し、理論的には寿命は無限です。検出素
子は強い振動による影響を受けません。

PNPまたはNPNの出力を選択するという決定は、通常既存のオー
トメーションシステム内で統一した方法で決定されます。すなわ
ち、正しいシステム操作のためには、センサー出力のタイプは使
用されるコントローラ(またはPLC)の出力タイプに対応しなけれ
ばなりません。PNPソルーションは通常、北アメリカと欧州でより
広く普及している一方、NPNソルーションはアジアではより一般的
です。PNPセンサーは短絡に弱い一方、NPNセンサーでは不必要
な接地時にコントローラに間違った信号が生じることがあります。
最終検討内容は、作動状況下、すなわち通常開いた(NO)か通常閉
じた(NC)センサーの間のセンサーの状態です。最初の例では、セ
ンサーが正の検出ロジックに従い動き、ワイヤーが途切れていれ
ば信号は発生しないが、短絡時に間違った信号が出される可能
性があります。2番目の例では、センサーが負の検出ロジックに従
い動き、途切れたワイヤーが間違った信号を出すことがあります。
ロジックはコントローラ(またはPLC)によって双方のケースに容易
に転換可能です。
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軸方向磁場の強度
センサー感度しきい値

中央位置におけるセンサーの切替点

ストローク

磁気センサー 磁気センサー

内蔵型磁石 アクチュエータ

センサースロット 中央位置(推奨されません)

変位

磁気センサーの使用法に関する指示
磁気センサーは、多くの場合磁気作動を発生させるために磁石と
共に使用されて、主にアクチュエータに内蔵されています。デジタ
ル磁気センサーの主な特性は、センサーが出力を切り替える磁場
強度値を示す感度レベルである。下記のグラフは、中心位置(PC)
でガウスメーターによって測定される軸方向磁場の強度の典型
的波形を表します。センサーの感度レベルと磁場特性に応じて、
中央に配置されるセンサはアクチュエータのストロークの間に数
回、出力を切り替えできます。特に明記しない限り、いくつかのアク
チュエータストローク実行中に、中央にセンサーを設置せず、それ
を横方向に溝に挿入して、手動でセンサーの位置を調整すること
は一般に良い練習です。
実際には、センサーはストロークの終了状況を確認するためにの
み通常用いられます。 
他の操作状態については、テクニカルサポートに連絡してくださ
い。

センサーの安全回路
リードスイッチ付き誘導負荷を切り替えれば、切断中に高電圧ピ
ークが発生します。その結果、安全回路は誘電体放電またはボル
タアークを防止することが必要です。これは次の場合があります。
•	DC電圧源の場合、負荷と並列のR-C回路(図1)。
•	DC電圧源の場合、負荷と並列のダイオード(図2)。
•	AC/DC電圧源の場合、負荷と並列の2つのツェナーダイオード

(図3)。
•	AC/DC電圧源の場合、負荷と並列のバリスター(VDR)(図4)。

容量性負荷の切り替え、または10メートルより長いケーブルの使
用はが、接続中に電流ピークが生じます。 
その結果、保護抵抗がブラウンのワイヤーにつながるスイッチ
の近くで必要です。この場合、センサーに必要な最小限の電流
(10÷20mA)が保証されていることを確認してください。


